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□道徳教育の充実
・いじめの未然防止に向けた教育活
　動の充実

■生徒指導等（不登校への対応も含
　む）における個別指導の充実
・個別の対応での相談、指導・支援
　の充実
・チームによる対応
・関係機関と連携した支援の充実

□人権に配慮した指導･支援
・年齢や障害特性に配慮
・個人情報の取り扱いマニュアルの
　徹底
・性的マイノリティーへの適切な対
   応
・体罰防止に向けた取組

■生徒が主体的に取り組む実践的な
　「防災安全教育」「健康教育」の
　推進
・実践的な防災訓練･防犯訓練の実
   施

■危機管理
・感染症対応に係るマニュアルの整
　備（業務継続計画（BCP））
・災害・事故等における危機管理マ
　ニュアルの整備
・職員の実践的な訓練等の実施
・通学時における事故防止

□生徒が安心して学習や生活ができ
　る環境の整備
　

■ＩＣＴ教育推進のための環境整備
　と職員研修
■ＩＣＴを積極的に活用した学習支
　援の工夫
・対面授業とオンライン授業のハイ
　ブリット化、ハイフレックス化
・タブレットの日常的活用の推進

□学校図書の充実

□非常時における「学びの保障（遠
　隔学習等）」の準備
　
□カリキュラムマネジメントを基盤
　にした教育課程の検証・編成
・指導内容･方法等の関連性を深め
   た教育課程の整備
・各教科等における系統性･関連性
　の整理･検討

■授業改善
・「わかる」「さらに学びたい」と
　感じる授業の推進（授業改善）
・ＰＤＣＡサイクルによる授業改善
　の推進

□キャリア発達の視点での学習活動
　の展開
・主体的な学びや自己選択･決定を
　促す指導の工夫
・様々な学習の中で生徒一人一人の
　主体性の育成
・言語教育（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力）の促
　進

■働くための体力の向上

■生涯を通じたスポーツや文化活動
　の促進
・スポーツ・文化活動の取組（生涯
　教育・余暇指導等）の充実

■地域の資源を活用した学習活動の
　充実

■企業･労働・福祉機関等の連携
　（ネットワークづくり）による適
　切な進路指導と卒後支援の充実

□成年年齢引き下げにともなう｢消
　費者教育」の充実

■生徒指導規定(校則)の検証
・生徒及び保護者とともに校則等の
　確認と見直し
・性的マイノリティーへの配慮

□地域主催行事･各種大会等への積
　極的な参加

□専門家や関係機関との連携を密に
　した支援会議･相談業務の充実

■交流及び共同学習の実施
・高等学校交流及び共同学習

□パートナーティーチャー（PT)派
　遣事業など、センター的機能の充
　実

■入学の適性を踏まえた教育相談の
　充実

■本校の教育活動を広く伝えるため
　の取組
・報道機関への情報提供
・ＩＣＴ機器を活用しての動画配信
　などの推進
・学校だよりの企画の工夫

■コミュニティースクールの設置
　と運営

□服務規律の保持とコンプライアン
　ス意識のさらなる向上

【働き方の改革の観点より】
□時間の使い方についての意識改革
　と勤務時間の適正管理
□業務改善（重点目標達成のため
　に、組織的な対応で課題の改善を
　図る。）

□教職員の協働性･同僚性の向上

■公開研究会の開催

■専門性の向上を目指した校内研修
　の充実と個人研修の推進

□ＰＴＡ活動の活性化

■限られた財政の中で、教育効果が
　上がる運用
・大幅な予算削減となることなどを
　踏まえた対応

□キャリアアップを目指した業務推
　進（事務職員）

生徒個々への対応を重視した生徒指導

〇心身ともに健康で明るい生徒を育てる。
〇勤労意欲を養い、最後までやりぬく力を育てる。
〇集団生活への積極的な参加を通し、道徳心や社会生活への適応能力（コミュニケーション等）を育てる。
〇社会生活に必要な知識･技能の能力を育てる。
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教育方針 経営方針

１　生徒個々の障がい特性を踏まえ、教育的ニーズに応じた共感的人間関係の構築を基盤に据えた教育
　　(合理的配慮の上の個に応じた指導)を進める。
２　地域資源を積極的に活用するなど、キャリア教育の視点を生かした教育課程を編成し、社会生活に
　　必要な知識･技能･態度を培う。
３　生徒が分かる授業、自己の成長を確かめられる評価により、主体的な教育活動を展開する。
４　生徒の個性や生活年齢に配慮した指導に努め、共生社会を担うための確かな学力（資質・能力）を
　　協働的な学びの場を通じて育てる。
５　心身の健康の保持増進を促し、安全な生活を営むための資質、能力、習慣の育成を図る。
６   保護者や関係機関等との信頼関係を前提として、個別の教育支援計画の作成･活用及び本人の意向や
　   適性、自己決定等を尊重した進路指導を進める。

１　教育公務員として法規等に基づいた服務の遂行を行うとともに、公教育としての役割を的確に果たし
      協働的、創造的に経営に参画する学校経営を推進する。
２　自己評価、学校関係者評価等を基に、学校運営の改善を図り、時代の要請に応える学校経営を推進す
      る。
３　教育活動の情報を適切に公開し、家庭･地域･関係機関と連携するとともに特別支援教育センタ－的役
      割を果たして信頼に応える学校づくりを推進する。
４　学習環境の整備や危機管理体制の改善･充実を図り、安全で安心感のある学校経営に努める。
５　保護者や地域、関係機関等に対して、的確な情報提供や説明等を適切に行い、信頼関係に基づく開か
      れた学校経営に努める。
６　学校予算の計画的、効果的な執行と適正な財務処理に努める。

短
期
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令和５年度　重点目標

安全･安心な学校づくりとリスクマネジメントの強化 一人一人が学ぶ楽しさを実感できる授業づくり 自立と社会参加を目指すキャリア教育の推進 地域に開かれた教育活動と専門性を活かしたセンター的機能の充実 信頼される学校づくりと働き方改革 財政的基盤に基づく学校経営

本校の特色
・職業学科（２学科：生産技術科、環境･流通サポート科）を設置し、学年３間
　口で学年定員は２４名である
・平成２５年に地域の要望を受けて開設され、校舎は廃校となった千歳市立中
　学校の校舎を改修して使用している。
・石狩東部（千歳市）に位置した通学型の高等支援学校である
・千歳市、苫小牧市、恵庭市を中心に、札幌市･北広島市、その他周辺の市町村
　の在籍者がいる。
・通学手段はバス利用が多く、遠方ではＪＲ利用者も多い
・地域には製造業、小売業などの産業があり、実習先の確保等には協力的な企
　業等が多い。

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

長
期
目
標

目指す学校像 目指す人間（生徒）像 目指す教職員像

　共に学び､共に育つ学校　　～信頼･協力･感動～
　　　　　～地域と連携した教育活動を推進する学校～

・生徒にとって「学ぶ喜びが分かり、自分の成長が確かめられる」学校
・保護者にとって「安心して子どもを任せ、願いが確かな成長として伝わる」学校
・教職員にとって「生徒の成長を共有し、職務に生き甲斐と誇りを持てる」学校
・地域社会にとって「教育活動がよく見え、信頼され頼りにされる」学校

・自分をよりよくするため､挑戦する意欲と前向きな気持ちを持つ人
・自己を理解し､将来の生活に向けた選択や決定を通して､志を持ち、自己実現を目
　指す人
・創造的な心と健全な体を持つ人
・他者と協働し､感謝の気持ちと謝罪の気持ちを素直に言える人、言われる人
・自己を律しながら、地域で生活する人

【求められる資質・素養】
・人・物、自然を大切にする職員
・前に踏み出す行動力あふれる職員
・時代感覚を持ち柔軟な考えができる職員
【具体的教職員像】
・教育者として､強い使命感･倫理観と、生徒への深い教育的愛情を常に持ち続け
　る教職員
・教育の専門家として、実践的指導力や専門性の向上に､主体的に取り組む教職員
・学校づくりを担う一員として､地域等と連携･協力しながら､課題に取り組む教職員

育成を目指す
資質・能力

校　訓 学校の教育目標

『 志を持って社会を創る人間の育成 』

本人･保護者の願い
・身近な地域（通学）で教育（後期中等教育）を受けたい
・障害に応じた生活自立･社会自立を目指した職業教育を受けたい 挑戦 Challenge

創造 Creation
協働 Collaboration

令和5年度　北海道千歳高等支援学校グランドデザイン 令和5年4月1日

本校の使命
・身近な地域で安心して受けられる教育（後期中等教育）の場の提供
・生徒の自立と社会参加（就労）の実現
・地域で育ち、地域に感謝と貢献できる社会人の育成
・地元の産業･文化と連携した教育活動の推進
・地域の特別支援教育のセンター的機能の発揮
・地域に根ざした学校として、共生社会の実現を目指す特別支援教育の理解啓発

日本国憲法
教育基本法
学校教育法

学習指導要領
諸法令

北海道教育の基本理念

北海道総合教育大綱～北海道教育推進計画～石狩管内教育推進の重点～特別支援支援教育に関する基本方針

４月は、新しい環境での生活がスタートする時なので希望

と期待が交錯する時でもあります。新型コロナ感染症の対応も

まだ続くことが予想されますが、５類への引き下げも報道され

ていますのでこれまで以上に積極的な教育活動を進めたいと考

えています。

今年度も４月10日には、着任式、始業式、11日には、第11回

入学式を挙行し、21名の１年生を迎え、２年生17名、３年生23

名を合わせ61名で教育活動をスタートしました。令和５年度は、

学校、事務を合わせ教職員41名で更なる教育活動の充実・推進

に向けて取り組んでまいります。生徒一人一人の成長と本校の

新たな時代となる11年目の歩みがより確かなものになるよう、保護者の皆様をはじめ地域の皆様の御

理解と御支援、御協力をよろしくお願いいたします。

今号は、新年度の始まりの号ですので、令和５年度の方針などを次に紹介いたします。

令和５年度 第１号

令和５年４月２８日（金）発行

令和５年度のスタートにあたって 校長 久 富 正 規
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  ～新たな千歳高等支援学校を目指して～        教頭 池 田 英 司 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。新たに新入生の

21 名を迎え、令和 5年度がいよいよ始まりました。昨年度は、開

校 10周年を迎え、記念式典なども行い節目の 1年となりました。

令和 5 年度は、11 年目を迎え千歳高等支援学校がいろいろなこ

とにチャレンジできる 1年と考えています。 

５月の連休明けには、新型コロナ感染症も２類から５類に変わ

り、対応にも大きな変化が見られることが予想されます。昨年度

に比べ落ち着き、本校の教育活動も校外への活動や地域の方の学

校行事への参加など今までできなかった活動を積極的に計画で

きたらと思います。その反面、今までと同様に引き続き、感染症への対策（ 手洗いやうがい、それぞれ

の健康管理）については、学校としても取り組んでまいります。保護者の皆様にも引き続き御協力をよ

ろしくお願いします。 

また、今まで以上に地域に根ざした特別支援学校として、近隣の学校を始め、関係機関や企業など地

域の皆さんと連携し、引き続き御支援と御理解をいただきながら、本校の教育活動を進めてまいります

ので、1年間どうぞよろしくお願いします。 

 

  高校生活を送るために         １学年主任 笹 森 比呂志 

 新入生 21 名のみなさん、御入学おめでとうございます。入学してから約半月

が経ち、徐々に学校生活にも慣れクラスや学年の仲間と会話を楽しむ姿が見ら

れるようになりました。本校へ入学するにあたり、期待や不安をいっぱい感じ

ていたかと思います。高校では、３年間で社会人になる準備をしていきます。

３年後、21名全員が笑顔で社会へと出られるように、充実した高校生活にして

もらいたいと思います。そのためにも、具体的な目標を立て、一日一日大切に

高校生活を送ってください。私たち教職員はみなさんのお手伝いができればと

思います。１年間、どうぞよろしくお願いします。 

 

新しいしい職員の紹介                            

教諭 山 崎 晶 子 やまざき あきこ） 

伊達高等養護学校から着任しました。前任校では、主に音楽と窯業科の作業

を担当しておりました。今年度は、２年環境（ 流通サポート科Ａ組の担任をさ

せていただきます。みなさんの進路実現のために、一緒に学びを深めていきた

いと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

教諭 鈴 木   譲 すずき ゆずる） 

南幌町立南幌中学校から着任しました鈴木 譲です。 

中学校では通常学級の教科や特別支援学級および通級指導教室などを担当

していました。10年振りに高等支援学校での勤務をすることになりますが 10

年前とは大きく学校現場が変化していると感じています。至らない部分も多

くあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 
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教諭 吉 田 孝 博 よしだ たかひろ） 

道東の白糠町にあります白糠学園 義務教育学校）から参りました吉田孝博

と申します。北海道千歳高等支援学校に異動が決まってから、生徒のみなさん

と会えることをずっと楽しみにしていました。 

１年間よろしくお願いします。 

 

教諭 長谷部 啓 太 はせべ けいた） 

今年度から新採用で平取養護学校から着任しました長谷部啓太です。 

千歳市は地元から近く、小さい頃から馴染みのある街で勤務できること嬉

しく思います。 

たくさんの事を学び、吸収して成長していきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 

教諭 髙 橋 真由美 

 中札内高等養護学校から来ました、髙橋真由美と申します。この度、環境（ 

流通サポート科３年Ｂ組副担任を務めることになりました。千歳は、とても大

きな町で、新千歳空港がある上、飲食街やスーパ－などがたくさんあり、大変

活気のある町という印象です。この素晴らしい土地で、子ども達と共に楽しく

そして、色々なことを一緒に学んでいけたらと思っております。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

事務長 林   正 司 

旭川北高等学校から異動して来ました。 

平成８年４月から３年間、雨竜高等養護学校に勤務して以来、約 20 数年ぶ

りの特別支援学校です。 

また、平成 24 年４月から３年間、千歳高等学校で勤務しましたので、７年

ぶりの千歳勤務です。 

不慣れなことも多々ありますが、よろしくお願いいたします。 

 

１学期の主な学校行事                          

５月  ９日（火） 第１回避難訓練 

５月 16 日（火） ３年見学旅行～19 

５月 25 日（木） 前期生徒総会 

５月 30 日（金） マラソン大会 

６月  ５日（月） 第２学年現場実習～16 

          第３学年課題別実習～16 

6 月  ９日（水） １年職場・福祉事業所見学 

 
※本校では日々の活動の様子をホームページ＜http://www.chitosekoushi.hokkaido-c.ed.jp＞

に掲載しています。右の QR コードからアクセスし、「千高支日記」をご覧ください。 

６月 15 日（木） 開校記念日 

６月 22 日（木） 全校交流会 

７月  ５日（水） 宿泊研修～７ 

７月 21 日（金） 第１学期終業式 

          学年懇談、進路ガイダンス 

※７月 ２年 GH・HW・相談事業所見学 

 即売会 


